
45 加ウルトラボックス扇 BXF -450 

取の説明ま 



このたびは、典れの巧あをお R い上げ巧きましてがにありがとうございます ♦ 
ご巧用前に必ず巧巧紋巧番をお巧み巧き、そのをは大切じな巧して < ださい0 









•ご®用の前にこの r まを上のごを; Kj をよ<お»みのうえ、正しくお巧いください。 

-ここに示したを意»巧は、蟹品を安をじ正し<お巧いいたださ、わなたや化の人々へのを菩や巧 S を 
ホ巧に巧止ずるためのものです。 

※表示巧さを無巧して、巧った使い方をしたときじをじるホ害や機*の程まを、次の表示で B 分し、 
が巧しでいまず。 


A kA こめ表示は fRt ホたは量■を貧う 

A ^ゴ t この a ホは Hi ■そ ft ろ巧餘巧<たは梅的 M ■の 

ZIa ® °巧«をが*まされる j n 春でず， 

Z !\ みが JI まする巧*をが想*される J 巧•です， 


《お守 y いただ<巧容の種巧を次のお表示で K かし、巧巧しでいます。（下だは1>5表示の一巧でず) 


このようなな表ホは、しではいけない 

£% このような示は、必ず実巧しでいただ< 

r 蒙 itj 巧容です， 

•9 巧がす， 


A 菩告 

改をはしない，修巧巧巧をなべの 

1人は、分«した y 修理をしない。 

vJcy ♦义巧-«■•けがの KB にな y « ず。 
7^. ♦修9は販巧0または舞な r わ《«ご相 ■ 
wpwit か J へご巧讀ください • 

突ホ lOOVti 外では使用しない。 

1 X 1 •«< ，： Ac»0>liB< こ ttyCT ， 

« it 

お手入れの K は公ずを 
么ブラグをコンセント パ訂 

rEi からな<•また、めれ夕 一 _ 

た手で巧ききししない， 

•プセクふ■やけがをす4ことが ^ ^ 

から tt < あ y 家す， 

x - s . ■巧コードや*込ブラ 
/\1グが傷んだ y 、 コン七 
、、/ントへの畫し込みがゆ 
るいときは巧巧しない。 

蒙 止 •« ■•シ3—卜•♦火の 

■ S になリ《す《 

本がのずき扣などにホ厲巧、巧、 
|\ 1ピンやが金などををし这んだリ、 
vy 水や巧か S をこぼさない， 

^ 参 •■や巧•の巧 a じな y が， 

差込プラグは巧をまで巧実にをし 
么む • 

•« 抑がですと C が WR によ 

るか巧の原田じな y が， 

を込プラグのほこ y はを期的にとる。 

參 ブラプに》こ V がたまると、か&などで 
WW nil ホかこなり AK 、 か！、の原坦 

になります， 

ク 

• 1 

水をつけた y 、 水を1 

囑):ご •ぃ賊: W 

の B 田じな y ます • jC 1 

れ蒙止 グ、，； r 

«* コードや差込プラグを巧撰す 
|\ 1るよろなことはしない • 
\^^/傷巧けたリ、化工したり、な《具\ 
に 巧づけた y 、 無ち じ まげた y 、 

* A ねじったり、弓 1 っなったり、■い 

\ ものをのせた y 、 東わたりしない•ノ 

•傷んだまま ft 巧すると «■ •シ 3 — 卜 • 
ft 义の■苗じな y 家す， 

推 

運ちやは Ife 巧にガードに化れない 

1 \| でください • 

•巧 IIM れやけがの II 田じな y «ず， 

禁止 

\巧巧 • ガード，ぶ巧ルーバーを 

V y 巧けずに運巧しないでください. 

•けがの化じなけす， 

X ± 
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次の巧巧では巧用しないでください。 

«■> 火巧、確な»の JR 坦じな y 夕す. 

•ぶ玄やビニールハウスなどの aa の真いとこ 
ろ、兩や水しぶさがかかるところ 
•エ«巧や tt 愈巧、厮 S グぶどが麵まするところ 
♦けぶこリ、 M ほこ y 、 金■巧の多いところ 
• S れや4 0で U 上の XiS じなるところ 
♦ガスレンジなど ft める<や、巧*、ガソリン、 
シンナー、ペンジン、塗#♦などの91义ほめもめ 
が A るところ 


0 不ままな場所や、カーテンなどの 
ttSA のぶ < では使用しない， 

♦不 S をな場 W や■害《がわると坛巧した 
り、巧植がカーチンなどを a いをんだ y ， 
* 化 «推や樂 tt の v 田にな y « す， 



(D 







蓮巧やガードに触れた y 、 ガード 
の中や巧ながへちなどを入れない， 
♦けがをする巧 ■じな リ《ず， 





を么プラグをなくとをは、■涯コ 
ードを持たダに、化ず先！！のま込 
プラブを持ってき I を tt く， 


♦感«やシ; 

家ず， 


して凳»することがお y 



テレピ、ラジオ、補聴巧などのぶ 
<でなわない。 

♦«>る巧いとさや* n アン子ナ«巧» 
じ K 蓄が入る場をがわリ«すので 、 R 
* のないところ寒で■してご«用くだ 
さい， 


スプレー巧は巧、巧 K 用、 Hint 用 
など）をかけない， 

♦wn や畫装•分が度 K した y、 《撰ずる 
顏因にな y ます， 


S 忌をみ It ) するときは、ミ I きずら 
ない。 

• S や曼じ僅がクく原〇になリ«ず. 



里を長時 M 身体に当てない. 
♦« K を«する0田にな y ます> WI こ 9 L 巧 
«、お《寒リ、ご病 K の巧にはごま s < 
ださい， 





本体に異常な振 tt が堯生した場 

をは巧巧を中止する。 

♦巧«ゃガードが]か•しでけがをする« 
■じな y 家す> 


巧 A を中止 



在 



0 


紫止 



使用しないときは、を这ブラグを 
コンセントかられ<， 

•けがややけど、«««化じよる««や焉 
■火巧の顯田じなず， 


本かじおってみるを童シールは絶 
対にはがさない。 

»故巧止のためまでをめられてい 
まず。 

•な童シールの巧春は&ず守って < ださい， 


蓮巧やはかかさない。 

• 巧«11れやけがの顆因になります* 









達 














巧おは改良等のため、予告無<かな•仕巧等をまちすることがあ y ます。 
このお品は、巧かではご巧巧になれません 。 FOR USE IN JAPAN ONLY . 


使い方 


①送風させるには 

逝 BL スイッチは、3脚ち(を-中•妨に風*巧曼できる 
3速スイッチになつてお y ます。 

巧巧ダイヤルをち方向{送 a スイッチ化)じ回ずとを a を 
聞おしまず。 r 切 J じずるとを届 L を巧止しまず。 


mm 



②ルーバー回転させるには 

巧巧ダイヤルを左巧巧〈ルーバ ー. を風スイッチ側〉に回 
すとルーバーが回をし、を a を M おします， 
r 切 J にするとルーバーの固巧•を風を巧止します。 

送化スイッチ同巧、里*は3巧»(ミ-中•巧)じ巧巧で 
きます。 





※ルーバーの回巧方巧は一をではありません。ダイヤルを回すたびにを回巧しても巧巧ではありません, 
送風スイッチ说 f こダイヤルを国した巧をは、ルーバーは回おしません。 
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③タイマーセツトのしかた 


タイマーは、18 0分までおまできます。 

タイマーダイヤルをご希望の時巧まで回してセツトして 
ください。 

連巧でご巧用になる巧は、ダイヤルを ra 巧」の位®じ 
して < ださい， 

※セット時巧がおわ y まずと、自巧的に还巧が巧止します。 
《タイマーセツト巧商は目までず。 



④風向きを上下に変えるには 


A 

〇 

巧ちを巧える巧は、スイッチを切り、巧«の回巧が止まったことを巧巧して 

ま 

からみがしでください。 

意 

取 y 化い 

;!* 

•けがの »ちじな y まず， 



巧巧巧用時 



上向さ3 5> 



ご巧用かは巧巧巧止と節ちのためち*プラグをコンセントから巧いてください。 
ダイヤルを r 切 J の化 BI こしでから巧巧プラグを巧いでください。 


A 

を 

意 


を 

プ9プを 
3ンセント 
からな< 


巧用诗がかは、ち巧ブラグをコンセントからおいてください。 
•けがややけど 推!！ ち化(こよる 度 ■、 通 ■乂巧の 巧田 じなり まず。 
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お手入れと保管 


A 

巧 

左 

Hi ^ お手入れの»はおず11込プラグをコンセントから巧く。また、 A れた手で化き 
g ししない， 

プラグを， •*> やけが e する ことが* y まず， 
a ンセント 
からな< 

A 

巧 

A 

本がやスイッチが(こ水や;’由をつけた y 、 木をかけた y 、 かみいをしないで< 

一 シ a —卜 •« 火の 原 ■じな y * ず， 

末れ«と 


【ルーバー-をガード-巧巧のかし方】 


① ルーパー のかし方 

•センターキャップを回しでかし、ルーバー面ちネジ （4 苗巧）をブラスドライバー（巧巧お）でかして< 
ださい。 

巧 y がけの時は、逆の手巧でしっかりと廣ましてください。 



ををガードのかし方 

•'使ガード固をネジ （5® 巧）をブラスドライバー(巧販島〉でかしてください。 
巧 y がけの巧は、をのネ巧でしつかりと面ましてください。 



後ガード押さえ巧 


後ガードをかす際は、固まネジ•後ガード押さえ巧を無くさないようごまをください。 
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ぶ巧 « のかし方 

•をガードをかしたあと、巧巧固をキヤツブを回してかしまず ■ 
巧 y 巧けの巧は、をの手煩でしっかりと面をしてください。 


巧巧因をキャップ 


【おす入れ方法】 

巧很-ルーバー-モーター巧にほこりが 多量 じが着しますと異巧音-巧巧.モーターの巧おの 
巧因じなりまず。【ルーバー•をガード•お巧のかし方】を#おじ巧りみし、を巧がに據なし 
てください。 

•本がは、めるま»か中なホ巧を*した巧で巧れを巧き巧り、おらかい巧で巧がきをしでください。 

-シンナー-ベンジン-アル々リホが-巧油-ベンソール-アルコール-みがきが等で巧かないでください。 
が化やを»巧がが変を•巧巧した y 、 ま*が«げたりするをれがちります， 

い巧ご巧用になりますと、巧巧コードの巧巧巧にホコリや水分が付*することがあります。ホコリや 
水ががが着しでいる場るは、おいた巧でなき®っでからごな用ください。 

•巧ザぞうきんでこずったり、 ft 巧巧巧化させたままにしておきますと、をを•亥巧した y を裝が树げ 
たりずることがありますのでごを意ください。 

【巧巧方法】 

•本がにかいた巧れをよく巧きなってください。巧巧が変を•巧巧したり、巧提する巧因となります。 

-な巧巧巧は* S 多湿の巧巧や直が日おのわたる巧巧を巧けでください。«お容さの化下や巧*れ巧の 
巧因となります。 

•巧な力巧 ( TC を超える巧巧なのある!•巧（が天下の車巧、义巧や理巧概まのそば）におちしないでください。 
•ち時巧®用しない場をは、スイッチを切り、をし么みプラグをコンセントから化いてください。また 
ホコリがつかないように本概にビニール袋みをかけで保巧してください。 
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異巧を忠じたときは、巧をお巧かめになつでからおちい巧め販巧巧にご巧がください* 


が巧 

原因 

巧巧 

スイッチを入れでも巧巧が 
回らない 

-董し么みプラグがコンセン 
卜に正し<をし这まれてい 
ない。 

• コンセントじさし込まれで 
いるか点巧 

又コードに巧等がないかお横 

• モーター • スイッチの巧® 

-お頁い上げお巧巧に巧城する 

巧*がする 

•巧みが快まっている 

•巧巧を巧りおく 

-巧苗巧巧が不をを 

•まました巧度のある巧巧じみ 
巧ずる 

興さがする 

-モーターお巧 

• お頁い上け度巧巧に巧がずる 

巧巧の回巧が巧い 

-巧をがほい 

-正しい巧任で巧用する 

•廷 ft コードが ft ずぎる 

- a * コードは巧用しない。 
コンセントから巧い«巧で巧 
巧する 


上紀を巧巧しても*:わらない場をは、お H いホめ巧巧巧に点な-巧運をごな巧ください。 
おを«ご自巧での修理は、たなをがいますのでた巧にしないで<ださい。 

•义修巧には特がな巧巧が必要です。 


本 K 岳はサーマルブロテクター <な冷ミるお巧なおち）がをモーターを巧用しておりまず。 
モーターが興ホおがするとき巧的にモーターが停止し、モーターる«が下がると回巧し始めます, 
度々このようなをがが化ましたら、巧巧を止め、お»い上げの巧巧をにご連巧ください。 

《サ ーマル ブロテクターがイ乍なしな诗すると、巧巧が自巧的に回巧し始めますので、十がごな意 
ください。 
























長年ご使用の扇風機はよく点検を 


安全に末永くお使いいただくためじは、よく点おをお願いします。 


愛情おお 


の 


こんな6がは 
み y ませんか 


rrio 0^ 興巧がみれぱ 

A 9 [Im ごな巧中止’’ 

斬馨脅論 Ip ; 

♦ A イッチを入♦巧《が回っても★回 K ずると》 ★モーター《分が iifti こ再使用の e には、 

れでもけ勘し 具常に回《が に！!常な音が 》かった ys ダ< さい かず飯売巧にご巧 
ない， ■かゥた y 不 すも， においがす*， tt < ださい • 


♦巧《が回ゥても★回 K ずると》 
具常に回«が に！!常な音が 

■かゥた y 不 す*, 

煩 M ， 


•上記のようなをながなくても、ままのためを巧的な点なをおずずめします， 
おな巧用については販売店にご巧なください。 
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巧ぶ会かナカトミ 

テ3が~083« ft 巧 «上 S み 巧 fi 山村 义ぞ巧巧&445« 地 2 
♦ホ SI こクいでのお Bfl いをわせは r お 客巧 巧巧を Dj までご 通 «ください, 


おを巧巧巧を口 TEL . 026-245-3105 FAX , 026-248-7101 


リ; w 〜お ; uu け j い iruui エ • a • な口ち*^ク 
• x « をはなさ等のため予吿な < か■•なを*更ずることがみ y ます， 



